


























かって 「芸術」 と 「技術」 は同じ意味であった。ARTと は 「手わざ」が本来の意味である。
現代では芸術史と技術史は個別に語 られることが多い。本稿ではそれらが混沌としていた時代
の一つの例にっいて考えたい。
「見世物」 という言葉がある。「広辞苑』第五版(1998)には 「珍 しい物 ・曲芸 ・奇術 など
を見せる興行。人の目にさらされ,面 白が られること。恥さらし」とある。そしてそこには,
なにかしら 「うしろめたさ」がっきまとう。「見てはならない物」が存在 し,見 に行 くのはは
ばかられる。そんな雰囲気がある。『広辞苑』の定義を拡大解釈すれば 「恥を見せる」 ことに
もなるのである。少なくとも筆者には当初そのようなイメージがあった。
筆者の研究 は菊人形の調査か ら始まっている。江戸時代末期に登場 し,明治時代には 「見世




1980年代以降 「生人形」が注目されたことがある。江戸時代末期か ら明治時代の終わ りに
登場 した等身大人形の見世物である。「生人形師」の中には菊人形を製作 した人 もいる。現代
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ではこの語彙 は使われないが,ま るで人間のような造形に,現代にはない リアリズムが感 じら
れ,小 さなブームとなった。筆者を含む現代め人々は 「レト卩なもの」として受け入れた。
そこで,「見世物」にはさらに別のイメージが抱かれる。江戸時代の娯楽であるために,あ








② 人形師はファッションをリー ドする 「陳列人形(今 でいうマネキ ン)」を製作 した。




一役かっていた。時代の動 きに対応 して製作 している。っまりこれまでに持っていた 「見世物凵
のイメージが実際とはかけはなれているようなのである。
これ らの ことを明 らかにするためには,上記の事実を検討してみる必要がある。「見世物」
はそもそもどのような役割をもっていたのか。現代の人々がもっイメージの 「ズレ」 はどのよ
うにして生 まれたのか。人形師は実際に何を作り,何が求められていたのか。
本稿は,江戸時代から現代まで,人形師が何を作 ったのかに注目しなが ら,1章では 「見世
物」という 「場」の,こ れまで見過 ごされてきた役割を明らかにし,2章では現代の人々がな
ぜ 「うしろめたさ」のイメージをもっのかを,日 本の近代化 という動きの中で考え,そ して3
章ではそれ以降の等身大人形について記述 しようと思 う。芸術史や技術史と言った分割された
領域内での考察ではなく,本稿では 「等身大人形」という 「モノ」から時代を見直 してみたい。




の多 く集 まる場所に興行主が仮設の小屋掛けを して,芸能や珍奇なものを見せて木戸銭をとっ
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たものをいう。伎術 ・天然奇物 ・細工物の三種類に分類 されている。等身大人形 は細工物 に属
す る。本章では,人形師の製作 と見られる 「細工物」を中心 に,現 代には見 られない当時の
「見世物」のあり方を端的に示す と思われる例を挙 げて記述する。
1-1.胎 内十月
1777(安永6)年,平 賀源内は 『放屁論後編』の中で,こ の頃江戸で評判 となった見世物
の一っとして 「胎内十月」を挙げている。古河三樹によるとその形状 は,「妊娠十ケ月の変化
の形態を巧みな細工で表現 したもので,懐 胎女の腹内を開き,十月十 日の腹の子の生長ぶりを
見せ」たものだという。 これ以後 「胎内十月」は,消えることなく続いていく。
ところで1773(安永2)年 に 『解体約図』が,翌年には 『解体新書』 が出版されてい る。
『解体新書』は,日本ではまだ数の少ないオランダ語の翻訳書だった。重要なのは,こ れまで
に信 じられてきた中国式の五臓六腑説が誤 りであること,そ して人体内部の構造にっいて,全
く異なる理解が得られたことにある。腑分け(人体解剖のこと)そ の ものは1754(宝暦4)
年に山脇東洋によってすでに行われている。1759(宝暦9)年 に 『蔵志』を記 して中国由来
の五臓六腑説が誤 りであることを主張 した。 しかし 『蔵志』での解剖所見はわずかであっだ)。
したがって,『解体新書』以前はまだ中国式に倣 うしかない状態だった。
こういう状況での 「胎内十月」だったのである。欧米か らの新 しい知識が 「見世物」という
「場」で披露されたのである。
浮世絵は,今で言うファッション雑誌 カレンダー,三面記事と様々な役割を果たしていた。
その浮世絵 もやはり時代を 「取り込んで」『解体新書』を浮世絵 に表す。その一っが,1822
(文政5)年 か ら1838(天保9)年 に出された渓斎英泉 の浮世絵である。そこには 「倣解体新
書写」の文字が見える2)。しかし当時の 「情報の先取 り」は 「見世物」の方が圧倒的に早い。
現代なら,情報はメディアによっていち早 く伝達される。 しかしこの当時はまだ新聞やテ レ
ビはなく,その代わ りに 「見世物」や 「浮世絵」が機能 していたと考えることができるだろう。
1-2.エ レキテル
1776(安永5)年,平 賀源内がエレキテル(摩擦起電機)を 完成させた。既述 の 『放屁論
後編』 に,エ レキテルを見世物に出すと大金が手に入 るといってしきりにすすめられたと書か
れている。話題になるものならす ぐにで も取り込 もうとした,も しぐは取 り込める状況にあっ
たという当時の見世物のあり方を示 しているといえるだろう。
しか し源内はもったいないので見世物にしなかった。興行主 はあきらめなかった。源内が見
世物にするのを拒絶 したという話 しは大坂へ誇張されてうわさとなり,そ こで大坂の人形師で
ある大江宇兵衛に依頼して,エ レキテルを作 らせたのである。1779(安永8)年 に難波新地
で見世物となった。精巧をきわめていたらしく,オランダ人 も評価した。
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大江宇兵衛 は1824(文政7)年 に巨大な銅人形を製作 した。裸人形 に内臓や筋肉,骨 格の
形状や位置を詳 しく表 し,さ らに鍼灸を施す箇所を描いた。西洋医学と漢方の合体である。大
評判となり,「銅人形」は謎かけにも登場するほどだった。大江は屋号を 「津の国屋」 といい,
「大江」や 「津の国屋」という冠詞が人を引きつけるようになった。




1848(嘉永1)年,高 輪泉岳寺境内で身投げ三人娘の見世物が出た。前年 に江戸市中 に起
こった水死事件で,女友達だった,よ ね,ちか,ひ さの二十歳前の三人が互いに細帯で身体を
っなぎ,大川に身投 げした。それぞれに情夫があり,親に無断で遊び歩いたのを厳 しく叱 られ,
悲観 しての行動だった。その様子を人形師泉目吉が変死人形として再現した。ホンモノの烏が
死体の肉をっいばむという光景さえ演出し,連日満員であった。化物細工 は1836(天保7)
年頃か ら見世物 になっている。歌舞伎において,幽 霊や妖怪の狂言が大当たりしたことに端を
発 している。「身投げ三人娘」はそのような流行のあった頃に実際に起 こった事件だった。
1855(安政2)年 浅草奥山に八代 目市川団十郎の見世物が登場 した。前年の自殺 による死
を悼み,肖像や楽屋の様子か ら極楽へ至 り成仏する様子までが人形師によって細工 された5)。
1-4.生人形師,松 本喜三郎 と安本亀八
1854(嘉永7)年,大 阪難波新地で 「鎮西八郎嶋廻 り生人形細工」 という等身大人形 が見
世物になった。「生人形」 という呼称の始まりである。松本喜三郎と安本善蔵 との合作である。
翌年の浅草興行を見物 した斎藤月岑は 『武江年表』に 「男女 とも活ける人に向ふが如 し」 と記
した。高村光雲は 「光雲懐古談』 に 「その評判なことは湯や髪結床のや うな人の集る所で,此
人形の噂の無い所は無い」と言い,この評判がもとで,そ の後 しばらくの間どの人形師が作っ
たものでも 「生人形」と呼ばれる。喜三郎と安本亀八(善蔵の息子)が 有名になった。
松本喜三郎は,1867(慶応3)年 歌舞伎の女形,三 世沢村田之助のたあに義足を作 るよ





た。 しか し職 人気質の彼 は,できを恥 じて高額だったその代金を受け取 らなかったという。
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1-5.見 世物の姿
本章では,人形師の作った 「モノ」を中心にして,現 代には見 られない見世物を記述 した。
人々はただ好奇心で見物に行 っただけかもしれない。人形師はただ依頼されるままに製作 した
だけかもしれない。 しか し等身大人形は医学 ・科学 ・三面記事 ・ゴシップなどの新 しい情報や
知識を伝える場 く見世物〉に利用された。一方,寺 社の開帳や縁日などで興行をうった起源を
受け継 ぎ,宗教的事例 も見せている。人形師は実に様々なものを製作 している。
現代では医学は医学者が,科 学は科学者が,三面記事なら記者がその分野の情報や知識を伝
える。 しか しそれらが独立 した分野として確立する以前,「見世物」が分野にかかわ らずそれ
らの役割を担 っていたのだ と考えることができよう。
だか らこそ,「一介の」人形師が,義 足の依頼を受けるのであり,奉納細工製作 にもお呼 び




を採用 している。 しか しかって欧米の知識 は前述の 「胎内十月」や 「銅人形」のように 「見世
物」 という 「場」で披露されていたはずである。なのになぜ,活 動写真は 「見世物」 と呼ばれ
ないのか。等身大人形ではないが,欧米か ら伝えられた写真は,1862(文久2)年 に写真絵
額として見世物という 「場」で披露されているのであるz)。
仮に活動写真が見世物を圧倒 したのだとしよう。それな らば現代 なぜ 「見世物」に対 して
「うしろめたさ」のイメージがあるのか。
本章では,「見世物」を見に行 ぐ人に 「うしろあたさ」を植え付けた理由を,日 本の 「近代
化」 という動きの中でとらえてみたい。そしてその中で人形師が何を作 ったのかに注目する。
2-1.近代建築の登場一 「コレラ」
伝染病であるコレラは感染すると高熱 ・吐瀉 ・下痢を繰 りかえし,やがて脱水症状となって,
死 にいたる。他の伝染病と異な り,感染か ら死亡までの期間がきわめて短 く 「三 日コロリ」の
別称があった。死亡率 も非常に高い。そのため,感染者が出ると,家族までが隔離された。
コレラは1822(文政5)年,オ ランダ商船が長崎に入 ったことによって初めて日本に起 こっ
た。二度目の大流行はペ リー艦隊がもちこんだ。1858(安政5)年 のことだ。治療法 も見い
だされていなかった当時,犠牲者 は数万人に及んだ。明治に入ると,西南戦争の帰還兵が全国
にコレラを蔓延させ,そ の後 も犠牲者 は跡を絶たなかった8)。
日本では古 くか ら 「養生書」が出回り,民間治療が普及 していた。現代 とは異なり,神仏に
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祈ったり,様々なものを煎 じて飲んだりすることもあった。「非科学的」に映 るところもある。
しか し現代でも通用する治療 も行っていた。根本的には,不潔を避け,環境 と人体を健全に保
っべきであるという現代と同 じ姿勢は当時からあった。
ところが,コ レラは19世紀後半に世界的に大流行する。 日本 は自分 たちの築 き上げた治療
法が通用 しない現実を目の当たりにする。開国を迫 られる日本は,一方で欧米の文化と接する





ある。「願 ナク床店,葦 簀張等 ヲ取建ル者」 は罰せられる。仮設小屋の禁止 である。 その効果
は例えば東京では,「川添ひの水茶屋の内引払ひ仰せ付けら」れ,「高輪河岸に在 りし葦簀張茶








それが正 しいかどうかは別にして,国 家は 「見世物小屋」のような 「仮設」の建物に対 し,
「不潔」であり,「不衛生」であるという判断をくだ した。 欧米の堅牢な建築物を 「衛生的」
「近代的」であるとした。そうして 「外国人 も来観するよう」 に努あたのだ。
2-2.近代思想の啓蒙 一 「博覧会」
1867(慶応3)年,日 本は幕府からパ リ万国博覧会に初めて参加 した。 それに対応 して,
「博覧会」という語彙をっ くりあげた")。




1871(M4)年に東京府か ら 「裸体の禁止」が出され,翌年には既述の東京違式謹違条例 で
も 「裸体又ハ袒裼 シ,或ハ股脛 ヲ露ハシ醜体 ヲナス者」が処罰の対象となった。1876(M9)
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は贋造物を出すことも禁止 された。違式詮違条例では 「男女相撲並蛇遣 ヒ其他醜態ヲ見世物二
出ス者」を処罰する。1873(M6)年には不具者が 「醜態ケ間敷見世物」として禁止 される14)。
加藤秀俊は,『見世物からテレビへ』の中で,見世物は,「道徳性と娯楽性が渾然一体 となっ
て融合 している」という。「コビト・せむ し・ロクロ首」などの奇形を見せ,変 死人形を見せ
る。「親の因果が子にむくい,哀 れなるのはこの子で ござい…」という有名な口上の文句 も,
視聴覚的に有効に認識させ,人 間行為の善悪のメドを与えたのだ と説いている。 日本人 には
100パーセントの娯楽の成立は困難だそうだ。どこかに少 しで も道徳的ない し教育的なファク
ターが含まれていないとヒットにっなが らない。
「醜態」を見せる日本。 しか しそれには日本独自の理由があった。 しかし,それ らは欧米人
の目には 「不適当」と判断 し,当局は禁止 した。
ところが1872(M5)年大学東校(東京大学 の前身)よ り松本喜三郎に人体模型の製作依
頼が く、る。医学の教授用に人体組織 の模型が必要だが技術者がいない。松本喜三郎に人体模型
の見取 り図が渡 された。人体解剖に立ち会わされる。そ うして松本喜三郎製作の人体模型は人
体そのままの着色にできあが り,大学東校の教授か ら 「百物天真創業工」の讚称が与え られた。
見世物では 「贋造物」が禁止されていたはずである。人形師が作った人体模型は明らかに贋
造物である。 しかも 「裸体」でさえある。 これは禁止の対象ではないか。 しか し 「欧米の医学」
を学ぶのに役立っならよいのである。
そればか りではない。松本喜三郎はさらに政府に依頼 され,造 り鼻 と人体模型を製作する。
それ らは1873(M6)年のウィーン万博へ出品された。
1877(M10)年,日本で最初に行われた内国勧業博覧会では,人体模型や胎児 の成長過程の
模型,つ まり 「胎内十月」が出品された。博覧会の前身である 「物産会」でも展示 された。





裸体の禁止,性 描写の禁止,贋 造物の禁止という条例 は,見世物業界にとって有効であった。
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しかし欧米が起源である博 覧会の展示品なら,っまり 「近代思想を啓蒙する」という 「大義名
分」さえあれば条例の強制力は皆無に等 しかった。
2-3.近 代文化の普及 一 「美術館」
日本 はウィーン万博に政府 として初あて公式参加 した。そのときFINEARTを「美術」 と






豊古が,1877(M10)年,大阪彫像会の会員 になった。「美術」 は誕生 したものの,ま だ
「作家」の少ないこの時期にあって,見世物で活躍する人形師が抜擢 されたのである。彼 の門
人の二人 も1911(M44)年に開催された第三回日本彫刻絵画展に出品 している17)。
事実 はこれだけにとどまらない。石井研堂の 『明治事物起原』 には安本亀八が,1880(M






(M40)年には文部省美術院展覧会が始まり,徐々に日本人に 「美術」の語彙が浸透 して くる。
そんな折 り,見世物では1905(M38)年に 「大菊花美術菊細工人形」 と宣伝する。数年の間,
「美術楼閣」とか,「美術の妙技神に迫る」など,「美術」が人を引 く文言になる'9)。
一部の人形師は医学や美術の分野に少なか らず貢献 した。 しか し条例などで打撃を蒙 った見
世物 はというと,人形師の製作にも制限があり,「美術」 という語彙をいち早 く取 り入れては
いるものの,逆 に 「美術」に依存 しなければ人を呼べな くなっているとも考えられよう。
2-4.商業の近代化 一 「百貨店」
1896(M29)年,高島屋京都店にショーウィンドーが設 けられる。大手の呉服店は明治 に入
ると,新 しい販売様式を取 り入れるが,そ の一っが欧米様式の陳列販売の導入である。それま
では 「座売 り」が一般 的であった。三井呉服店が1895(M28)年に東京本店の二階に陳列販売




安本亀八 らが担当 し,大阪では 「津の国屋」が最初に手がけ,他 の人形師たちも後 に続 いた21)。
それだけではない。百貨店では年に何回 も展覧会を催 した。




て 「普及」 した。 こう解釈することができる。百貨店で行われた展覧会のすべてに等身大人形
が用いられたわけでないが,多 く活用されたことは事実である。
2-5.「うしろめたさ」
日本は近代国家をあざし,建蘂,思想,文 化,商 業などあらゆる分野で 「前近代」的なもの
を排除しようとしてきた。その中にあって,「見世物」はたとえその内容が近代化に役立 った
としてもその 「場」が 「前近代」か ら存在 したために排除の対象となる。




いう慣習 は否定された。条例自体が 「西洋風俗を文明開化のシンボルとする新 しい価値観」で
っ くられ,「外国人に対 して国辱的と意識」すると当局者が 「判断」 して排除した23)。
「見世物」 は前近代の遺物である。すなわち 「不衛生」であり,「醜 い」 ものであり,「時代
遅れ」のものであるという烙印が押されることになる。ここに 「見世物」に対する 「うしろめ
たさ」のイメージが登場す る。 したがって活動写真 は,「見世物」という名をっけて興行す る
わけにはいかなかったのだ。「活動写真館」 という欧米伝来を示す語彙が必要であった。
しか し,新 しい情報や知識を伝えることのできる見世物業界には 「近代化」に貢献できる製
作技術をもった 「人形師」がいた。欧米の医学を学ぶときも,「衛生思想」 の普及を試みると
きも,新たに誕生 した 「美術」をっ くりあげるにも,欧米式のディスプレイにもすべて人形師
の活躍があった。「見世物」に展示すれば処罰 は免れないようなもので も,欧米人 に認 められ
ると 「当局」が思えば製作 は可能だった。また人形師が 「見世物」という文言さえなければ,
欧米人の評価を得 ると判断される 「作品」を作 りあげる技術があったということもできる。
3.その後の等身大人形
「見世物」という語彙は,現在 「珍 しい物 ・曲芸 ・奇術などを見せる興行」とだけ理解され
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ている。江戸時代にもっていた,新 しい情報や知識,宗 教的事例を供する 「場」 としての側





代 の傑作であり,大阪 ・名古屋 ・東京,故 郷の熊本で興行される。 このうち,谷汲観音像 は現





て手がけられている。大阪横堀町の 「せとものまっ り」には 「せともの人形」が奉納される。






百貨店や博覧会などの等身大人形を製作 していた三代 目安本亀八は,少年の左耳を作 った。
東京中の病院や整形外科ではすべて失敗に終わっていた。安本亀八は少年の祖父に 「此の子の
生れる時持 って来た右の耳と,寸分も違 って居 りません」と言わ しめた。その後安本亀八は政
府からの依頼で,宮 内省や日本赤十字社などにも人形を納品 したという25)。
衛生国家を築 くため,啓蒙活動の一環 として博覧会や衛生博覧会が行われてきた。衛生博覧
会 は田中聡 によれば,1959年まで行われていたという。それ以降 「衛生博覧会」 という名を
冠 した催 しは見られない。 しかし,現代で も類似 した展示館を見 ることができる。「秘宝館」





身 の女性が人形の代用となる奇妙な現象が起こった。百貨店に飾 られる人形を 「陳列人形」と
24




によって,「マネキン」 という語が人形を意味するという理解 も得 られ,彼 女たちは 「ファッ
ションモデル」とか 「ハウスマヌカン」といったようにそれぞれの職業に分かれていった。
マネキンと呼ばれるようになった 「陳列人形」 はその後,日本のそれまでの 「人形製作」 に
ヒントを得て,現代ではFRPと いう製法により,大量に製作することが可能 となり,低価格




菊人形 も戦況を立体的に伝える役に加わった。この年の7月 に起こった 「豊島の海戦」,.同じ
く7月に部落か らの猛攻撃を受けて亡 くなった 「松崎大尉の討死」などが菊人形の場面 となる。









という名を付けてはいない。 しかし人形師は 「見世物」時代か らの人たちであった。






るのである。また矛盾 したことだが,現代ではかっての 「生人形」が博物館に 「展示」されて
いることがある。「生人形」 も歴史を構成する一要素 というわけだ。-
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ということは,っ まりガ ラスケースの中に 「飾 られた」等身大人形と,歴史をわかりやす く
説明するために 「外に並べ られた」等身大人形の両方が存在するということになる。
「生人形」という呼称が一時代で消えたために起 こった現象である。ガラスケースの外にあっ
ても内にあって もそれ らは人形師によって作 られている。
3-6.芸 術家 ・作家としての人形師
二代目平田郷陽が人形を 「芸術作品」として製作 したことはすでに記 した。彼は1955年に
人形界最初の重要無形文化財になった。現代 郷陽は 「人形師」ではな く 「写実を重ん じる衣
装 人形を得意」とする 「作家」と呼ばれ,作 る人形が 「人形芸術」であると言われている31)。
本人の思惑を離れて,現代の人々がある人形師を 「作家」と呼ぶ。九代 目玉屋庄兵衛である。
初代は17世紀にからくり人形を作 る 「人形師」であった。六代 目は菊人形や細工物 も手がけ
た。 しかし現在九代目は 「人形作家」と呼ばれ,全国各地の百貨店で 「作品圜 が行われる32)。
3-7.娯 楽の場 として
「見世物」が娯楽を第一義 とするのは言 うまでもない。「見世物」 という名はない ものの現
代で も人形師は多くの娯楽の場に貢献 している。たとえば,本 稿で取 りあげてきた 「菊人形展」
がそうである。これは人形師と 「菊師」という職人たちがいて初めて成 り立っ娯楽である。ま
た,時代村やアミューズメントパークなどの人形や造形を人形師が作っていることもある。中
にはイベ ント企画会社 として活躍 している所す ら存在する認)。
おわ りに
本稿は,等身大人形の製作者である 「人形師」が何を作ったのかに着 目し,それらが展示さ
れた 「見世物」という 「場」がかってどのような役割を果た していたのかを記 した。また,現
代の人々が 「見世物」にもつ 「うしろめたさ」のイメージがどのように植え付けられたのかに
ついて日本 における 「近代化」の過程で明 らかにしようと試みた。




これは現代の 「珍 しい物 ・曲芸 ・奇術などを見せる興行」 という 「見世物」の定義からは洩
れている事実である。
一方で日本 は近代国家をめざし,建 築,思想,文化,商 業 などあ らゆ る分野でそれまでの
「前近代」的なものを排除 しようとした。その中にあって,「見世物」はたとえその内容が近代
化に役立ったとしても,その 「場」が 「前近代」か ら存在 したために排除の対象 となった。
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「見世物」が前近代の遺物であるということは,す なわち 「不衛生」であり,「醜い」ものであ
り,「時代遅れ」であるという烙印が押されることになる。 ここに 「見世物」 に対す る 「うし
ろあたさ」のイメージが植え付けられる。
しかし,新 しい情報や知識を伝えていた見世物業界 には,「近代化」に貢献で きる製作技術
をもっ 「人形師」がいた。建築,思 想,文化,商 業などの分野で人形師が活躍 した。
かって,新 しい情報や知識を伝える場 〈見世物〉で製作技術を培 った人形師たちは,現代で
も,菊人形展や,博物館 といった,「見世物」を冠 しない様々な分野で活躍 している。




稿でとりあげた18世紀後半に登場 した 「胎内十月」の造形 は,同 じ頃,フ ランスやイギ リス
でも 「蝋人形の人体模型」 として展示されたという事実があるか らである泌)。また,日 本では
百貨店の等身大人形を人形師が製作 したが,欧 米の百貨店では蝋人形が飾 られている。日本に
おける等身大人形 と同じような経緯を欧米の 「蝋人形」がたどっている可能性す らある。調査
の結果によっては日本だけにとどまらず,一 時代の傾向と見ることができるかもしれない。
*筆者は1998年11月7日に行われた意匠学会第40回大会(於京都芸術短期大学)において 「つくり手から
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